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日本各地の
和紙産地マップ

 名
な

尾
お

和紙
コウゾの原種「カジ」
を使った和紙で、その
栽
さい

培
ばい

から和紙作りがは
じまります。透

とう

明
めい

感
かん

の
ある質

しつ

感
かん

が特
とく

徴
ちょう

です。

土
と

佐
さ

和紙
全国的にも有名な和紙の産地。小物やインテリアなどに
利用されています。写真はクジラ（上）とタツ（右）の

「土
と

佐
さ

和
わ

紙
し

雁
がん

皮
ぴ

張
はり

子
こ

」。（→ 13 ページ参照）

内
う ち

山
や ま

紙
が み

美
み

濃
の

和紙の技
ぎ

術
じゅつ

が伝わり、江戸時代に強
きょう

靭
じん

な障
しょう

子
じ

紙
がみ

として有名になりました。そのじょうぶさ
を生かし、新潟県の「白

しら

根
ね

大
おお

凧
だこ

合
がっ

戦
せん

」の大
おお

凧
だこ

（畳
たたみ

24 枚
まい

分
ぶん

）にも使われています。

上
か み

川
か わ

崎
さ き

和紙
二
に

本
ほん

松
まつ

市では 1000 年をこえるコウゾ和紙の歴史が
あります。紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

や清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

が愛用した「まゆみが
み」が作られていたといわれています。

美
み

濃
の

和紙
美
み

濃
の

和紙の特
とく

徴
ちょう

を
生かした「岐阜提

ちょう

灯
ちん

」。お盆
ぼん

や七
たな

夕
ばた

かざりなどに使わ
れます。

深
み

山
や ま

和紙
400 年以上の歴史のあ
る、コウゾを原料とし
た和紙。もみ紙も多く
作られ、和紙人形など
に活用されています。

越
え っ

中
ちゅう

和紙
色とりどりの型

かた

染
ぞ

めの工芸和紙が有
名。千代紙や和紙小物などに利用さ
れます。

成
な る

島
し ま

和紙
和紙の接

せっ

着
ちゃく

剤
ざい

にノリウツギを使い、そのノ
リウツギが育つ本州の北

ほく

限
げん

が岩手県となる
ため、最北の和紙といわれています。そぼ
くな風合いが特

とく

徴
ちょう

です。

長野県

福島県

岩手県

山形県富山県

佐賀県

岐阜県

高知県

日本全国にはたくさんの和紙
の産地があります。貴

き

重
ちょう

な和
紙文化を未来へつなげるため
に、手間のかかる和紙作りを、
今も各地で続けているのです。

北海道
笹
ささ

紙
かみ

岩手県
東
とう

山
ざん

和紙
成
なる

島
しま

和紙

群馬県
桐
き

生
りゅう

和紙

福井県
越
えち

前
ぜん

和紙（越
えち

前
ぜん

奉
ほう

書
しょ

紙
し

）
若
わか

狭
さ

和紙

山口県
徳
とく

地
じ

和紙

徳島県
阿
あ

波
わ

和紙
拝
はい

宮
ぎゅう

和紙
高知県
土
と

佐
さ

和紙

愛媛県
伊
い

予
よ

和紙
大
おお

洲
ず

和紙
周
しゅう

桑
そう

和紙

鹿児島県
さつま和紙

沖縄県
琉
りゅう

球
きゅう

紙
し

芭
ば

蕉
しょう

紙
し

福岡県
八
や

女
め

和紙

佐賀県
名
な

尾
お

和紙

熊本県
水
みな

俣
また

和紙
宮
みや

地
じ

和紙

京都府
黒
くろ

谷
たに

和紙
丹
たん

後
ご

和紙

鳥取県
因
いん

州
しゅう

和紙

愛知県
小
お

原
ばら

和紙

奈良県
吉
よし

野
の

和紙

岡山県
樫
かし

西
にし

和紙
備
びっ

中
ちゅう

和紙
横
よこ

野
の

和紙

三重県
伊
い

勢
せ

和紙
深
ふか

野
の

和紙

和歌山県
高
こう

野
や

紙
がみ

保
やす

田
だ

紙
がみ

山
さん

路
じ

紙
がみ

島根県
石
せき

州
しゅう

和紙（石
せき

州
しゅう

半
ばん

紙
し

）
出
い ず も

雲民
みん

芸
げい

紙
し

斐
ひ

伊
い

川
かわ

和紙
広
ひろ

瀬
せ

和紙

滋賀県
なるこ和紙

兵庫県
淡
あわ

路
じ

津
つ

名
な

紙
がみ

杉
すぎ

原
はら

紙
がみ

ちくさ和紙
名
な

塩
じお

和紙
神
こう

戸
べ

和紙広島県
大
おお

竹
たけ

和紙

長野県
内
うち

山
やま

紙
がみ

埼玉県
小
お

川
がわ

和紙
（細

ほそ

川
かわ

紙
し

）

富山県
越
えっ

中
ちゅう

和紙
五
ご

箇
か

山
やま

和紙

東京都
軍
ぐん

道
どう

紙
し

岐阜県
美
み

濃
の

和紙
（本

ほん

美
み

濃
の

紙
し

）
山
さん

中
ちゅう

和紙

静岡県
駿
する

河
が

柚
ゆ

野
の

紙
かみ

石川県
加
か

賀
が

雁
がん

皮
ぴ

紙
し

加
か

賀
が

二
ふた

俣
また

和紙
能
の

登
と

仁
に

行
ぎょう

和紙

宮城県
白
しろ

石
いし

和紙
丸
まる

森
もり

和紙福島県
上
かみ

川
かわ

崎
さき

和紙
山
やま

舟
ふ

生
にゅう

和紙

秋田県
十
じゅう

文
もん

字
じ

和紙山形県
月
がっ

山
さん

和紙
長
なが

沢
さわ

和紙
深
み

山
やま

和紙

新潟県
小
お

国
ぐに

和紙
門
かど

出
いで

和紙
小
こ

出
いで

和紙

栃木県
烏
からす

山
やま

和紙

茨城県
西
にし

ノ
の

内
うち

和紙

山梨県
西
にし

島
じま

和紙

※このマップは、「全国手すき和紙連合会」の資
し

料
りょう

をもとに、2014 年 12 月に調
ちょう

査
さ

したものです。
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越
えち

前
ぜん

和紙（福井県）には、何百年も受けつ
がれる技

わざ

があります。昔ながらの手すき和
紙と、大量生産を可

か

能
のう

にした機械すき和紙
の技

わざ

を紹
しょう

介
かい

します。

和紙の技
わ ざ

を
見てみよう！

1

5

2

6

3

7

4

8

和紙のもととなる紙
し

料
りょう

液
えき

は、植物の繊
せん

維
い

とネリを水にとかしたものです。
作る紙の種類により、植物やネリの濃

のう

度
ど

など、細やかに調整します。

襖
ふすま

紙
がみ

などの大きさの、2 人ですく技
わざ

を
見てみましょう。

以下が、紙すきの一連の流れです。これを何度もくり返し、
1 舟

ぶね

あたり 1 日数十
じゅう

枚
まい

の紙を作ります。

ちり取
り

ほんの
少しの

ゴミも

見のが
さない

！ ネリ作り
温度によ

って

ネバリが
ちがう

紙すき光の透
す

け加
か

減
げん

でうすさを確
かく

認
にん

簀
す

すき舟
ぶね

手すき和紙のスゴ技
わざ

①
大きな紙も均

き ん

一
い つ

にすく技
わ ざ

材料の用意から紙すき・
出
しゅっ

荷
か

まで、多くの人が協
力し合い、よりよい紙作
りを目指します。

原料用意

「ネリ」作り

煮
に

る

紙
し

料
りょう

液
えき

を作る

ちり取り

すく

ほぐす

乾
かん

燥
そう

手すき和
紙

基
き

本
ほん

工
こう

程
てい

原 料 に 薬 を 入 れ て 煮
に

て、繊
せん

維
い

をやわらかく
し、白くします。

水に、　 と　 をとかして、紙の
もと（紙

し

料
りょう

液
えき

）を作ります。

繊
せん

維
い

をほぐします。昔は木
づちなどでたたきました。

１枚
まい

ずつ板にはり、乾
かん

燥
そう

室
しつ

に入れ
ます。外に干

ほ

す場合もあります。
紙
し

料
りょう

液
えき

を何度もすくい、紙を作
ります。

紙の原料となる植物と、つなぎとな
るトロロアオイを用意。

コウゾ

ミツマタ

ガンピ トロロアオイ

すき終わった紙は簀
す

ご
とクレーンで持ち上げ、
重ねていきます。

繊
せん

維
い

をほぐしながら、ちり（ゴミ）を取ります。

トロロアオイの
根を水につけて
ねばりのある液

えき

体
たい

を 作 り ま す。
これがつなぎと
なるネリです。

繊
せん

維
い

を水にはなし、大きいちり
から小さいちりまで、段

だん

階
かい

に分
けて取りのぞきます。繊

せん

維
い

は取
らないよう、ていねいに。

2 人以上ですく場合は必ずリーダーがいて、
すべてをチェックします。リーダーになるに
は 10 年ほど修

しゅ

行
ぎょう

をつみます。

ネリは温度が高いとねばりがなくなるため、とくに夏は作りおきが
できません。ちょうどよい濃

のう

度
ど

になるよう、複
ふく

数
すう

の容
よう

器
き

で管理します。

呼
こ

吸
きゅう

を合わせ、交
こう

互
ご

に紙
し

料
りょう

液
えき

をすくい、少しずつ紙の厚
あつ

みを作ります。紙
し

料
りょう

液
えき

が
少なくなってくると、濃

のう

度
ど

がうすくなるので、数多くすくう必要があります。

リーダーは窓
まど

側
がわ

の
明 る い 側 に い て、
すきながら紙の厚

あつ

み を 目 で 確
かく

認
にん

し、
紙
し

料
りょう

液
えき

をすくう回
数を決めます。

数回に一度、一部
を切りはずし、専

せん

用
よう

の機械で紙の厚
あつ

さを確
かく

認
にん

します。

すき舟
ぶね

に材料を合わせて
紙
し

料
りょう

液
えき

を用意します。
簀
す

で紙
し

料
りょう

液
えき

をすくい、生
なま

紙
がみ

を作ります。
簀
す

ごと移
い

動
どう

して、生
なま

紙
がみ

を
ぬらした布

ぬの

の上に重ねま
す。

簀
す

をはずします。 上にぬらした布
ぬの

をかぶせ、
生
なま

紙
がみ

どうしがくっつかな
いようにします。

紙
し

料
りょう

液
えき

作りの技
わざ

手すきの技
わざ

紙すきの流れ

リーダーは窓
まど

側
がわ

※ 2 人すきの紙のサイズは、3 尺
しゃく

5 寸
すん

（約 1 メートル）× 6 尺
しゃく

5 寸
すん

（約 2 メートル）。3
さぶろく
･6 制

せい
という。

4 5

3 ～ 4 人ですく大きな紙は、日本画用
の和紙として特別に作られます。この
すき舟

ぶね

は組み立て式で、倍の大きさの
7 尺

しゃく

（約 2.1 メートル）× 9 尺
しゃく

（約 2.7
メートル）にもなります。



玉がひらいた半径（約）
（単位：メートル）

玉がひらく高さ（約）
（単位：メートル）

玉の直径（約）
（単位：センチ）

打ちあげ花火の
高さと開花時の大きさ

450

225

300

140

220

90

120

50

9 18 30 60

20号10号6号3号

花火のしくみを
知ろう

打ちあげられ、夜空に咲
さ

いて、
たくさんの人たちを感動させる
花火。どのようなしくみで、打
ちあげられ、花火の色はどうやっ
てつけるかなどをくわしく見て
いきましょう。

割
わり

物
もの

花火の代
だい

表
ひょう

格
かく

、日本独
どく

特
とく

の尺
しゃく

玉
だま

（10 号）は、
玉の直径約 30 センチ、重さ約 8.5 キロの花火
玉です。10号花火玉のひみつ

尺
しゃく

玉
だま

大
だい

解
かい

剖
ぼう

星（星火薬）
花火の形、色、光などの基

き

本
ほん

を決める

玉
たま

皮
がわ

打ちあげ花火の火薬を入れる容
よう

器
き

親
おや

導
みち

（導
どう

火
か

線
せん

）
割
わり

薬
やく

に火をつける導
どう

火
か

線
せん

横
よこ

浜
はま

ランドマークタワー
70 階建て・高さ 296.33 メートル

東京タワー
高さ 332.6 メートル

割
わり

薬
やく

（割
わり

火
か

薬
やく

）
空にのぼりつめたとき、
星を遠くに飛ばす火薬

しきり紙（和紙）
星と割

わり

薬
やく

を区切る紙

尺
しゃく

玉
だま

花火（割
わり

物
もの

）
玉がひらく高さ約 300 メートル　
直径約 280 メートル

原
げん

寸
すん

大
だい

（模
も

型
けい

）

星の断
だん

面
めん

図
ず

色が変わる（例）

花火玉が大きくなるほど、あがる高さも、上空で花火のひらいたと
きの大きさも変わります。尺

しゃく

玉
だま

は東京タワーの高さ（332.6 メート
ル）近くまであがり、そこを中心としてひらいたときの大きさは、
直径約 280 メートルにもなります。これは横

よこ

浜
はま

ランドマークタワー
（神奈川県横

よこ

浜
はま

市）の高さ（296.33 メートル）に近いものです。

※実
じっ

際
さい

の割
わり

薬
やく

や星の
　色は黒です。 ※数字はおよその数

すう

値
ち

で、作る人、花火の種類によっても変わります。

星

火のつきやすい火薬

①②と色
が変わる

色の火薬②
色の火薬①

芯
しん

約 280 メートル

約 300 メートル

尺し
ゃ
く

玉だ
ま

＝

二
尺し

ゃ
く

玉だ
ま

＝

尺
しゃく

玉
だま

（10号）を
打ちあげたとき

※花火玉の大きさは号数でもよばれます。10号＝一尺
しゃく

。一尺
しゃく

玉
だま

は尺
しゃく

玉
だま

といいます。
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